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大気観測の結果，中国からのCFC-11の排出が増加していることを裏付ける論文が，5月 23
日付けの Nature に掲載された。 
 
（問題 1） 
CFC-11 は，既に製造等が中止されているが，いまだに大量の CFC-11 が放出されているこ

とについて，本論文では，「新しい用途に使用されている可能性」の懸念にも触れている。 
（1） CFC-11 の分子構造を示せ。 
（2） CFC-11 は地球規模の環境問題を引き起こす物質として知られている。本物質による環

境問題とは何か。また，CFC-11 が環境問題を引き起こすそのメカニズムを説明せよ。 
（3） CFC-11 の最大の用途は何か。また，なぜ CFC-11 はその用途に適しているのか。 
（4） CFC-11 の代替材料としての開発も進められていた。代替材料として，どのような設計指

針を打ち立てたか。そこで，どのような代替材料が得られたか。 
（5） 上記代替材料は，開発できたが，本代替材料は別の大きな問題をはらんでいた。この問

題とは何か。 
 
（問題 2） 
 CFC-11 だけでなく，大気環境問題の最大の難しさは，一度拡散してしまうと厳重保管のよ

うな制御ができない点がある。そのためには，放出させないことが最大かつ唯一の解決法と

なる。これは，大気中の窒素酸化物についてもおなじことが言える。 
 （1） 硫黄酸化物に比べて窒素酸化物濃度を下げるのが難しい理由を述べよ。 
 （2） 窒素酸化物濃度を下げるための技術的方策を述べよ。 
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